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１－（１）設立経緯

平成１２年５月
千葉県水道局ＯＢ技術者親睦会「千葉会」発足
同会の目的が親睦の他に「千葉県水道事業の推進に協力すること」

平成１５年８月
千葉会の水道事業支援業務を水道局と共に検討し、１３項目リスト
アップ

平成１６年１月 支援業務を担う実施組織としてＮＰＯ法人設立検討

６月 「（仮称）ＮＰＯ水道千葉」設立準備会設置

１２月
ＮＰＯ法人設立による活動は、親睦会である千葉会から離れて、

改めて有志によって立ち上げ、運営することが適切との結論に至った

平成１７年９月
有志によるＮＰＯ法人設立に関する懇談会開催
ＮＰＯ法人活動の対象と会員は、千葉県水道局に限らず県内全体と
する方針確認

１２月
ＮＰＯ法人設立発起人会開催
ＮＰＯ法人設立総会開催

平成１８年１月 法人格取得申請

４月
県知事によるＮＰＯ法人認証及び法人登記完了
法人成立の日 平成１８年４月２０日
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１－（２）法人の設立

（目的）
第３条
この法人は、水道に関する豊富な知識と経験を有する会員相互の

協力により、千葉県民及び水道事業体に対して多様化した水道の

ニーズに適確に応えていくため、水道普及活動、技術継承活動、

水道災害支援活動等を行い、よって、水道サービスの充実を図り、

県民の福祉に寄与することを目的とする。

ＮＰＯ法人水道千葉「定款」より抜粋
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２. 事業・・・7事業の推進

（事業）
第5条 この法人は、第3条の目的を達成するため、特定非営利活動に

係る次の事業を行う。

（1）水道普及促進支援事業
（2）水道技術継承支援事業
（3）水道事業の技術に関する紹介及びアドバイザー事業
（4）震災時等の非常時における県民及び水道事業体への支援事業
（5）水道使用者の水道に関する改善支援事業
（6）水道の水源水質保全に関する支援事業
（7）水道事業の技術に関する水道事業体等からの受託事業

ＮＰＯ法人水道千葉「定款」より抜粋
（この「定款」の根拠は「特定非営利活動促進法第４条、第５条に基づく）
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３.活動報告
（1）水道事業支援
1）中小水道事業体支援

Ｔ市水道事業体支援

1.T市水道事業の概要

（1）新東京国際空港に隣接し、人口は増加している地区である。

（2）計画給水人口：53,000人 ・計画１日最大給水量：22,270㎥

（3）水源：地下水 7,500㎥/日、用水供給受水 14,770 ㎥/日

（4）平成22年度年間給水量：約400万㎥

（5）平成21年2月、給水場連絡管工事で事故があり大規模断水が発生した。

2.活動内容

＊平成21年度から会員２名で水道の技術等ついて指導並びに助言を行う。

（1）場内連絡管修理、改良、更新工事

（2）水道危機管理計画

（3）各種マニュアル類の作成（浄水場運転管理、自家発電運転、機械台帳）

（4）水道施設耐震化対策

（5）漏水調査の計画

（6）維持管理指針の策定
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① 千葉県水道局では配水管布設工事が完了している地区の水道未使用
者宅を訪問し、水道使用についての勧誘、及び意向を調査している。

当ＮＰＯ法人はこれを受け、6名の会員が関わり支援した。

② 平成23年度の訪問戸数

1回目訪問 1,002戸・・（不在・・456戸）

2回目訪問 354戸

3回目訪問 108戸

③ 効果

１年以内に加入予定が30世帯、2～３年以内に加入予定が38世帯、５年以
内に加入予定が13世帯、5年以内で合計81世帯の加入の意向が分った。

３.活動報告
（1）水道事業支援
2）水道普及促進支援
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３.活動報告
（1） 水道事業支援
3）水道の啓蒙活動

① 浄水場見学者案内

＊当ＮＰＯ法人は千葉県水道局から浄水場の見学案内を受託した。

＊平成２３年度は

・柏井浄水場（千葉市花見川区柏井町430番地）

・小学校 78校、193クラス、6,256名

・一般の人 7名

・ちば野菊の里浄水場（松戸市栗山478-1）

・小学校 49校、148クラス、4,865名

・一般の人及び団体 615名

合計 11,736名

＊案内に際しては見学者に事故が起こらないように細心の注意を

払うと共に分り易い言葉で説明した。
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３.活動報告
（1）水道事業支援
3）水道の啓蒙活動 ①浄水場見学者案内
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3.活動報告
（1）水道事業支援
3）水道の啓蒙活動
②おいしい水教室（水道出前講座）

＊千葉県水道局では「安全・安心・おいしい水づくりキャンペーン」の一つとして
小学生、一般人対象に水道出前講座を実施している。

＊ この活動を平成23年度も委託し、これを受けて水道の啓蒙活動に努めた。
小学校12回35クラス（生徒：1.143名、先生：40名、父兄：56名）、
一般向け水道出前講座18回（参加者：538名）で総勢1,777名

＊ 平成２３年度は特に３月11日発生した東日本大震災及び、福島原発事故
による放射能問題から、水道水の安全性を確かめる機運が強く、若い
お母様たちを中心として本講座を受講する人が多かった。

＊ 水道出前講座に対する主な感想

・水道局の皆様が安全のために取組んでいる事を聞き安心できた。
・分りやすく楽しかった
・安心して水道水を使うことが出来ると思う。
・水道水を大切に使いたいと思う。
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3.活動報告
（１）水道事業支援
3）水道の啓蒙活動・・・②おいしい水教室（水道出前講座）
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3.活動報告

（2）技術継承、情報提供活動・・・講演会

・ 水道に関る技術継承、情報を水道関係者に提供する講演会活動

・ 最近２年間の講演会
・平成２２年１１月 「水質管理と浄水処理」

講師 名雪輝直（ＮＰＯ法人水道千葉理事）

・平成２３年１２月 「東日本大震災における水道被害と今後の課題」

講師 有村源介（水道ネットワーク通信代表）

13



3.活動報告

（３）水道使用者への改善支援活動・・・高齢者宅 水周り点検サービス

・ 宅地内の水道設備（給水装置）は、お客様（所有者）が適切に管理する

ことになっているが、高齢者（概ね60歳以上）宅で、水周り点検サービスを

希望する人に、会員がボランティア活動として行った。

・ 平成23年度は千葉市の老人会から要請があり、29戸を訪問し給水装置

等の点検を行った。 （漏水チエック、コマパッキンの取替え、蛇口

フイルター清掃）
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４. おわりに

（1）中小水道事業体支援活動を行ってみて

（2）水道啓蒙活動を行ってみて

（3）講演会、水道使用者への改善支援活動を行ってみて

（4）今後のＮＰＯ活動飛躍のために
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